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１１．．ははじじめめにに

我が国では明治期から大正期にかけて建設されたダ

ムは「堰堤」と称され，治水，利水および発電など社会

基盤を支える重要な施設として整備されてきた．これら

の歴史的ダムの多くは現在も供用されており，維持管理

や耐震補強などの保全が継続的に実施されている．一方

で，安全性や機能性を優先した改修は，歴史的景観や構

造的特徴の改変を伴う場合があり，安全性や機能性と景

観保全の両立が課題となっている．本稿では，歴史的価

値を有するダムについて，安全性や機能性を確保すると

ともに，景観を可能な限り維持しながら供用を継続する

保全を「動態保存」と呼ぶ．本研究では，主に戦前の歴

史的ダムを対象として国内外の保全事例を調査し，動態

保存の観点から歴史的価値を維持しつつ供用を継続す

るためのあり方について考察する． 

 

２２．．歴歴史史的的ダダムムのの特特徴徴とと保保全全のの現現状状

そもそも歴史的ダムの定義は，建設後の経過年数など

の基準が不明確である．しかしながら，おおよそ戦後間

もない頃までは，堤体や高欄などに装飾が施され，バッ

トレスダムなど多様な構造形式を採用していたことか

ら，この頃までが特に歴史的価値が高いといえる．

そして，現状のダムの維持補修を除いた保全工事は，

供用継続のために構造の改良や耐震性能向上を行って

いる．具体的には，堤体にコンクリート構造体を追加し

たり，嵩上げでは既存の堤体が埋もれるような工法が一

般的で，景観保全が図られていないことが多い．

一方，近代化遺産に指定されたダムを含む歴史的ダム

のいくつかは，景観保全が図られている事例がある．一

例として，図 に示す藤倉ダムのように，すでに取水を

停止しているが，文化財として保存されている．

ただし，歴史的ダムは理想的な景観保全ができていな

いことが多く，歴史的価値が十分に評価されないまま改

修が繰り返されることで，景観保全が図られにくい状況

が継続していると考えられる．

３３．．ダダムムのの形形式式別別保保全全方方法法のの特特徴徴

アースダム，重力ダム，アーチダム，そしてバットレ

スダムの 4 形式に大別し，それぞれの保全の特徴と事例

を構造的補強と景観的保全に着目して表 に整理した． 

アースダムは嵩上げや補強が行われており，ダムの機

能や安全性を確保するために，旧堤体を撤去したり覆う

方法が多く景観的保全が困難な状況が多く見られる． 

重力ダムはその構造から安全性を確保しつつ比較的

景観も保全しやすい．景観に配慮した上流側での補強や

改修工事であれば，ダムの景観をよく保全できる． 

アーチダムは比較的新しい年代のものが多く，国内で

見れば堤体そのものを保全した事例はなかった．ただし，

岩盤側を補強することで，景観保全が図られている事例

が存在している． 

バットレスダムは，耐荷性が不十分な構造であること

から，控壁や横梁をコンクリートで巻立てる工法で景観

性の配慮も見られる．一方，旧堤体が完全に内側に隠れ

るなど景観が維持されない保全方法がみられた． 

図 藤倉ダム 秋田県 近代化遺産
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４４．．おおわわりりにに

重力ダムのように構造的補強と景観的保全を両立す

る事例の多い形式もあるが，全体を見ると両者を両立さ

せる保存は課題が多いことが分かった．今後は，歴史的

ダムを社会基盤施設であると同時に歴史的資産として

捉え，安全性・機能性・歴史的価値を総合的に評価した

上で，「何を残し，何を改変するか」を個別に検討すべ

きと考えられ，動態保存の考え方に基づく保全指針を構

築していくことが重要である． 

また，今後の展望として，このような動態保存の対象

を小規模な堰堤にも拡大し，現存する歴史的堰堤全てを

対象とした調査を実施することで，歴史的価値と安全

性・機能性の両立を図ることが重要である．そのため動 

 

態保存方法の指針の構築に資する基礎的知見を示した

いと考えている． 
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形式 構造的特徴 保全の特徴 保全方法の事例 

アースダム 

主材料は土で堤壁は緩やか 

 

・嵩上げや補強では旧

堤体を撤去したり覆う 
・安全性や機能性の確

保には形状変更が避け

られない 
 

山口ダム（1934 年建設，埼玉県） 
耐震補強で上下流に抑え盛土を施工，耐弾層撤去 
構造的補強○，景観的保全× 

村山下ダム（1927 年建設，東京都） 
堤体補強で下流側に盛土を施工 
構造的補強○，景観的保全× 

重力ダム 

主材料はコンクリートで堤体の

自重によって水圧に耐える 

 

・景観を比較的維持し

たまま保全しやすい 
・嵩上げや耐久性向上

では，上流側のみの施

工を行うことで景観を

保全しやすい 
 

千本ダム（1918 年建設，島根県） 
PSアンカーで堤体と基礎岩盤を結合して石積復旧 
構造的補強○，景観的保全○ 

黒部ダム（1912 年建設，栃木県） 
ゲート更新（門数減少），堤体切下げ 
構造的補強○，景観的保全△ 

藤倉ダム（1911 年建設，秋田県） 
供用停止後に近代化遺産に指定，付属トラス橋補修 
構造的補強○，景観的保全○ 

ルーズヴェルトダム（1911 年建設・アメリカ） 
嵩上げで下流側の石積をコンクリートで補強 
構造的補強○，景観的保全× 

アーチダム 

主材料はコンクリートでアーチ

構造で岩盤に水圧を分散させる 

 

・比較的新しいものが

多く，堤体の大規模な

保全事例は少ない 
・荷重のかかる岩盤を

構造的に補強する場合

がある 

川俣ダム（1966 年建設，栃木県） 
アーチ支持岩盤を PSアンカーで補強 
構造的補強○，景観的保全○ 

スチュワートマウンテンダム（1930 年建設，アメリカ） 
堤体から底部の岩盤にかけて PC アンカーで補強 
構造的補強○，景観的保全○ 

バットレス

ダム 

主材料はコンクリートで水圧を

コンクリート板で受けて控壁で

支える 

 

・耐荷性が不十分な構

造のため，控壁や横梁

をコンクリートで巻立

て補強することから，

外観が大きく変化しや

すい 

笹流ダム（1923 年建設，北海道） 
堤体全面を巻立て補強，頂部を連続アーチに変更 
構造的補強○，景観的保全× 

恩原ダム（1928 年建設，岡山県） 
堤体全面をコンクリートで巻立て補強 
構造的補強○，景観的保全△ 

表 形式別保全方法と事例

側面 平面 

水圧 
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